
ICT 活用 TIPS Zoom を使用したオンライン・グループディスカッション 
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何を使う 

 

・Zoom のブレークアウトルーム機能を活用し、グルーブ毎にディスカッションを行う。 

・自動的に生徒をグループに分けることができ、ホ 

スト（教員）は各グループに自由に出入りできる。 

・ホストがグループの人数やメンバーを自由に 

変えることができる。 

・トピック（例:Should we eat bugs?など） 

をチャット機能を使い全員に提示し、設定した 

時間内で自分の意見を英語で相手に伝える。 

 

それをどう使う（それで何ができる） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここが変わる、活用メリット【ICT 活用 Before-After】 

【 Before 】 

○ １つの教室で、複数のグループで同時にディスカッションを行う。 

【 After 】 メリット 

○ オンラインや教室分散時において、ヘッドセットを用いることで他グループの

音声が聞こえないため、自分たちのディスカッションに集中できる。 

○ グループ内から全体発表の流れがスムーズになる。指示も全体に通りやすい。 

○ 感染症対策によるオンライン授業においても、生徒の言語活動を充実させるこ

とができる。 

 


